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政
府
与
党
が
十
五
兆

円
余
の
財
政
支
出
を
伴

う
過
去
最
大
の
追
加
経

済
対
策
を
決
め
た
。

　

非
正
規
雇
用
労
働

者
を
念
頭
に
し
た
雇
用

調
整
助
成
金
積
み
増
し

や
職
業
訓
練
中
の
失
業

者
に
対
す
る
生
活
費
支
給
、小
中

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設

の
耐
震
化
、低
燃
費
車
へ
の
買
い
替

え
や
省
エ
ネ
家
電
の
購
入
促
進
策

な
ど
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
費
関
連
で
は
介
護

分
野
の
人
材
確
保
策
及
び
待
遇

改
善
の
ほ
か
、医
療
制
度
へ
の
不
安

を
緩
和
す
る
た
め
、年
額
五
〇
〇

〇
〜
六
〇
〇
〇
億
円
規
模
で
窓
口

負
担
を
見
直
す
。ま
た『
基
礎
年

金
加
算
制
度（
仮
称
）』の
創
設
や

年
収
二
〇
〇
万
円
未
満
の
世
帯
に
、

現
在
六
万
六
〇
〇
〇
円
支
給
さ

れ
て
い
る
国
民
年
金
を
生
活
保
護

費
を
上
回
る
八
万
円
へ
増
額
す
る

案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

整
備
新
幹
線
を
含
む
公
共
事

業
に
も
か
な
り
の
財
政
出
動
を
予

定
し
て
お
り
、総
選
挙
を
意
識
し

て
の
ば
ら
撒
き
の
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
。
十
五
兆
円
の
財
源
は

霞
ヶ
関
埋
蔵
金
が
一
部
充
当
さ
れ

る
も
の
の
大
部
分
は
建
設
国
債
と

赤
字
国
債
で
賄
わ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

収
入
以
上
の
多
額
の
借
金
を
し

て
大
量
消
費
を
促
す
政
府
の
方
針

は
ま
る
で
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
で

虚
構
の
栄
華
を
誇
っ
た
ど
こ
か
の

人
た
ち
の
よ
う
だ
。（
Ｈ
）

パノラマ

平
成
二
〇
年
度

　
　

第
二
回
総
会（
通
常
）
H21.3.24

　

三
月
二
四
日
（
火
）
午
後
七

時
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
社
団
法
人
大
阪
北
区
歯
科

医
師
会
平
成
二
十
年
度
第
二
回

総
会
（
通
常
）
が
開
催
さ
れ
た
。

多
田
議
長
、
矢
追
副
議
長
が
着

席
し
定
刻
に
多
田
議
長
よ
り
開

会
宣
言
が
行
わ
れ
た
。
賀
本
理

事
よ
り
点
呼
の
結
果
発
表
が
あ

り
、
現
会
員
数
一
九
四
名
、
定

足
数
一
〇
〇
名
、
出
席
者
三
七

名
、
書
面
表
決
七
四
名
、
委
任

状
提
出
一
八
名
、
合
計
一
二
九

名
で
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

中
谷
副
会
長
に
よ
る
開
会
の

こ
と
ば
の
後
、
議
事
録
署
名
人

に
十
一
班
清
光
義
隆
先
生
、

一
五
班
樋
口
忠
彦
先
生
が
指
名

さ
れ
た
。

　

黒
川
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

現
執
行
部
の
任
期
満
了
ま
で
あ

と
僅
か
で
あ
る
が
、
最
後
ま
で

一
生
懸
命
頑
張
る
と
述
べ
た
。

　

報
告
事
項
で
会
務
中
間
報
告

が
大
塚
専
務
理
事
よ
り
あ
り
、

次
に
物
故
会
員
お
よ
び
物
故
家

族
へ
の
弔
慰
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
野
口
常
務
理
事
よ

り
福
祉
共
済
制
度
会
務
中
間
報

告
、
三
輪
理
事
よ
り
会
計
中
間

報
告
、
野
口
常
務
理
事
よ
り
福

祉
共
済
制
度
会
計
中
間
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
委
員
会
報
告
と
し
て
、

上
田
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
任

期
満
了
に
伴
う
会
長
、
監
事
選

挙
に
於
い
て
高
麗
誠
紀
新
会
長
、

東
郷
達
夫
、
奥
野
夏
樹
両
監
事

の
無
投
票
当
選
が
報
告
さ
れ
、

当
選
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
新
会
長
、
両
新
監
事

よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
に
府
歯
代
議
員
会
報
告
が

守
下
代
議
員
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

報
告
の
最
後
に
新
入
会
員
十

二
班
芦
田
克
仁
先
生
、一
六
班
中

野
良
益
先
生
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議
案

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
が

大
塚
専
務
理
事
よ
り
、
第
二
号

議
案
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会

計
収
支
予
算
が
大
浦
常
務
理
事

よ
り
一
括
上
程
さ
れ
、
出
席
者

全
員
の
挙
手
に
よ
り
可
決
さ
れ

た
。
引
き
続
き
第
三
号
議
案
平

成
二
十
一
年
度
特
別
会
計
収
支

予
算
が
大
浦
常
務
理
事
、
野
口

常
務
理
事
よ
り
提
案
理
由
の
説

明
が
な
さ
れ
、
こ
れ
も
全
員
の

挙
手
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

　

続
い
て
第
四
号
議
案
福
祉
共

済
制
度
規
定
一
部
改
正
案
が
野

口
常
務
理
事
よ
り
上
程
さ
れ
満

場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
黒
川
会
長
が
任
期
終

了
に
対
し
て
の
お
礼
を
述
べ
、

東
郷
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば

に
よ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
大
阪
府
歯
科
医
師

国
保
組
合
北
区
北
支
部
総
会
、

大
阪
府
歯
科
医
師
連
盟
北
区
北

支
部
総
会
が
行
わ
れ
、
清
光
義

隆
府
歯
国
保
支
部
長
、
戎
文
彦

府
歯
連
盟
支
部
長
の
留
任
が
満

場
一
致
で
確
定
し
た
。
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こ
の
度
、
黒
川
森
夫
前
会
長

の
ご
推
薦
を
受
け
、
不
肖
私
が

大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
の
会
長

選
挙
に
立
候
補
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
と
こ
ろ
、
去
る
三
月
二
四

日
開
催
の
平
成
二
十
年
度
第
二

回
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の
皆

様
方
の
温
か
い
ご
理
解
に
よ
り

当
会
の
会
長
に
選
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
五
三
年
十
月
に
当

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
時
は
故
大
内
弘
先
生
が
会
長

を
し
て
お
ら
れ
、
開
業
の
手
続

き
な
ど
の
面
倒
を
よ
く
み
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
三
十

年
に
亘
り
当
会
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

少
し
で
も
恩
返
し
が
出
来
れ
ば

と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、
こ
の

度
会
長
選
挙
に
手
を
挙
げ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
浅
学
非
才
な

私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
お

力
添
え
を
賜
り
、
任
期
満
了
ま

で
の
二
年
間
、
意
欲
と
情
熱
を

燃
や
し
、
新
執
行
部
の
方
々
と

共
に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

海
の
向
こ
う
の
米
国
大
統
領

選
挙
で
は
、C

H
A

N
G

E

・

Y
E

S W
E

 C
A

N
が
流
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
私
は
当
会
に
お

い
てSU

C
C

E
E

D

（
継
承
）
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
、
当
会
の
伝
統

を
重
ん
じ
会
務
を
執
行
し
て
こ

ら
れ
た
黒
川
前
執
行
部
の
姿
勢

を
継
承
し
て
い
く
所
存
で
す
。

当
会
の
伝
統
で
あ
る
「
和
を
以

っ
て
貴
し
と
為
す
」
の
精
神
を

旗
印
に
執
行
部
一
丸
と
な
っ
て

会
員
サ
イ
ド
に
立
脚
し
た
会
務

運
営
を
心
掛
け
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
前

執
行
部
と
同
様
に
、
次
の
よ
う

な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
揚
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
執
行
部
一
丸
と
な
っ
た
会

員
の
方
々
の
た
め
の
円
滑

な
会
務
執
行

一
、
明
る
く
、
活
気
あ
る
歯
科

医
師
会
の
推
進

一
、
会
内
融
和

一
、
伝
統
の
継
承

一
、
会
外
と
の
緊
密
な
連
携

　

以
上
五
項
目
を
念
頭
に
置
き
、

当
会
の
発
展
の
た
め
に
熱
意
を
も

っ
て
臨
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

政
府
の
医
療
費
抑
制
政
策
は

着
々
と
実
施
さ
れ
、
歯
科
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時

期
こ
そ
、
地
域
歯
科
医
療
に
邁

進
さ
れ
て
い
る
会
員
各
位
の
お

力
に
な
る
べ
く
新
執
行
部
一
同

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

ど
う
か
旧
に
倍
す
る
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
麗
新
執
行
部
発
足

黒
川
森
夫
会
長
よ
り
高
麗
誠
紀
会
長
へ

監
事
に
は
東
郷
達
夫
先
生
・
奥
野
夏
樹
先
生

理事（総務）

西本　雅英
理事（福祉I）

國田　浩之
理事（学術）

英保　武志

常務理事（医療管理）

中川　晴彦
常務理事（会計）

三輪　佳子

理事（医療管理）

大西　秀威

理事（地域医療）

　畑　栄夫
理事（医療保険）

岡田　修二

理事（福祉II）

森川　　裕

監　事

奥野　夏樹
理事（会計）

中谷　　徹

副会長

大浦　寿哉
副会長

野口　秀夫

会長

高麗　誠紀

副会長

木下　秀人

専務理事

大塚　俊裕
常務理事（総務）

佐々木　裕

理事（広報）

芦澤　亮治
監　事

東郷　達夫
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報

青山敏男 先生（班外）

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
死
去

　

御
略
歴

大
正
一
〇
年
二
月
二
五
日
生

（
昭
和
一
七
年
）

大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業

海
軍
軍
医
学
校
入
学

呉
海
軍
病
院
勤
務

（
昭
和
二
〇
年
三
月
一
五
日
）

海
軍
歯
科
医
大
尉

（
昭
和
二
十
一
年
六
月
六
日
）

南
ボ
ル
ネ
オ
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
よ
り
復
員

（
昭
和
二
五
年
一
月
一
七
日
）

北
区
中
之
島
三
ー
三
ー
三
・
三
井

ビ
ル
に
て
開
業

（
昭
和
三
四
年
）

京
都
大
学
よ
り
医
学
博
士
の
学

位
受
領

お
礼
の
ご
挨
拶
「
感
謝
」

お
礼
の
ご
挨
拶
「
感
謝
」
黒
川　

森
夫

　

去
る
三
月
二
四
日
の
総
会
に

お
い
て
無
事
高
麗
新
会
長
が
誕

生
し
、
北
区
歯
科
医
師
会
に
新

時
代
到
来
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

思
え
ば
私
は
、
平
成
九
年
三

月
二
七
日
、
井
上
会
長
の
後
任

と
し
て
会
長
に
選
出
し
て
戴
い

て
か
ら
六
期
十
二
年
に
わ
た
り
、

良
識
あ
る
会
員
の
皆
様
方
と
優

秀
な
役
員
の
方
々
の
温
か
い
ご

理
解
、
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、

ま
ず
大
禍
な
く
任
務
を
果
た
せ

た
こ
と
に
、
今
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
の
執
行
姿
勢
は
、
当
会
の

伝
統
で
あ
る
「
和
を
以
っ
て
貴

し
と
為
す
」
に
集
約
さ
れ
、
そ

の
た
め
に
、
常
に
純
粋
に
会
を

愛
し
、
会
員
の
方
々
の
た
め
に

意
欲
と
情
熱
で
持
っ
て
全
力
投

球
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
悔
い
を
残
す
こ
と
な

く
、
私
と
共
に
過
ご
し
て
来
た

高
麗
新
会
長
に
ス
ム
ー
ス
に
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
を
で
き
た
こ

と
に
心
か
ら
満
足
し
て
お
り
ま

す
。

　

医
療
界
が
依
然
と
し
て
冬
の

時
代
が
続
く
な
か
、
高
麗
執
行

部
は
新
鮮
な
時
代
感
覚
を
駆
使

し
て
山
積
す
る
諸
問
題
に
対
し

て
正
し
く
対
処
対
応
し
て
行
か

れ
る
も
の
と
し
私
は
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
長

年
に
わ
た
り
不
肖
私
に
常
に
温

か
い
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
会

員
の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
春
季
コ
ン
ペ

H21
4.5

　

四
月
五
日
（
日
）
北
歯
ゴ
ル

フ
同
好
会
の
春
の
コ
ン
ペ
が
、

加
納
晴
彦
先
生
の
お
世
話
で
、

大
宝
塚
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
前
日
の
雨
は
あ
が
り
、

午
前
中
は
曇
り
で
少
し
肌
寒
い

中
で
の
プ
レ
ー
と
な
り
、
午
後

か
ら
は
青
空
が
顔
を
出
し
春
の

陽
気
を
感
じ
な
が
ら
の
プ
レ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
二
十
三
名
の

ゴ
ル
フ
好
き
が
集
合
し
、
Ｏ
Ｕ

Ｔ
／
Ｉ
Ｎ
に
三
組
ず
つ
分
か
れ

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
黒
川
森
夫
先
生
の
ご
子

息
の
晃
夫
先
生
が
見
事
に
初
優

勝
、
準
優
勝
に
は
西
川
亨
先
生
、

三
位
は
北
区
大
淀
支
部
支
部
長

の
松
井
先
生
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
次
回
は
、
一
〇
月

十
二
日
（
体
育
の
日
）
に
伏
尾

Ｇ
Ｃ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

多
数
の
先
生
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
塚
俊
裕
記
）

平成20年度・北歯ゴルフ同好会春季コンペ成績
RANK

優勝
準優勝
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位
13位
14位
15位
16位
17位
18位
19位
20位
21位
ＢＢ
ＢＭ

50
49
43
48
48
61
46
50
56
54
58
51
46
59
59
61
51
47
49
52
57
62
73

57
43
49
48
51
59
51
51
55
50
57
47
55
53
56
57
48
57
58
53
63
57
75

107
92
92
96
99
120
97
101
111
104
115
98
101
112
115
118
99
104
107
105
120
119
148

30
11
9
12
15
36
12
12
22
14
24
6
9
20
22
25
5
9
12
8
21
18
36

77
81
83
84
84
84
85
89
89
90
91
92
92
92
93
93
94
95
95
97
99
101
112

21
8
8

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

黒 川 晃 夫
西 川 　 亨
松 井 重 文
吉川與司雄
岡 田 修 二
中 谷 　 勝
渡 邉 道 雄
長谷川泰彦
石 田 　 豪
三 宅 　 貴
樋 口 夏 彦
田 中 康 隆
矢 追 秀 純
高 麗 誠 紀
加 納 晴 彦
黒 川 森 夫
吉 田 　 晧
大 塚 俊 裕
野 口 秀 夫
橋 本 　 收
橋 本 哲 志
大 塚 安 代
橋 本 浩 一

………
………
………
………
………
………

田中、吉田、三宅、野口、高麗、吉川
大塚俊、松井、岡田、岡田
矢追
石田
黒川森
西川

ニ ア ピ ン
ド ラ コ ン
大 波
小 波
並 び 賞
ベ ス グ ロ

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、
女性上位の順で決定します。敬称略／順不同
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高
麗
新
執
行
部
が
発
足
し
ま

し
た
。広
報
部
一
同
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

み お つ く し の 会 H21
3.28みおつくしの会

　

お
だ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ

た
三
月
二
八
日
（
土
）
、
帝
国

ホ
テ
ル
大
阪
二
四
階
「
吉
兆
」

に
て
十
一
名
の
ご
長
寿
の
先
生

方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
北
歯

「
み
お
つ
く
し
の
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

野
口
常
務
理
事
の
司
会
の
下
、

黒
川
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
安

田
良
三
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
黒
川
会
長
も
「
み
お
つ
く
し

の
会
」
該
当
者
と
し
て
の
立
場

も
兼
ね
て
の
出
席
で
し
た
。

　

懐
石
料
理
を
い
た
だ
き
な
が

ら
先
生
方
の
ご
近
況
を
伺
い
、

和
や
か
な
歓
談
で
予
定
時
間
が

瞬
く
間
に
過
ぎ
て
い
く
中
、
今

年
八
〇
歳
を
お
迎
え
に
な
る
大

塚
禮
三
先
生
へ
、
福
祉
共
済
制

度
の
「
ご
長
寿
祝
」
が
、
黒
川

会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
尚
、
「
ご
長
寿
祝
」
該
当
の

川
村
泰
雄
先
生
、
福
井
澄
子
先

生
、
三
宅
進
士
先
生
、
西
奥
守

雄
先
生
、
篠
原
隆
一
先
生
に
は

郵
送
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
）　
　
　
　
　
　
　

　

最
後
に
高
麗
次
期
会
長
よ
り

次
年
度
へ
向
け
て
の
抱
負
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
中
谷
副
会
長
に

よ
る
閉
会
の
挨
拶
と
記
念
撮
影

で
春
の
祝
宴
は
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
ご
出
席
の
先
生
方
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
出
席
の
先
生
方
は
安
田
良

三
先
生
、
安
田
清
子
先
生
、
前

田
勝
先
生
、
阪
本
義
樹
先
生
、

大
塚
禮
三
先
生
、
猪
木
一
成
先

生
、
西
川
亨
先
生
、
樋
口
忠
彦

先
生
、
緒
方
満
先
生
、
吉
田
興

二
先
生
で
し
た
。

（
執
行
部
出
席
者
）

黒
川
会
長
、
中
谷
副
会
長
、
高

麗
副
会
長
、
野
口
常
務
理
事
、

高
畑
理
事
、
廣
田
部
員
、
森
川

部
員
、
國
田
部
員

（
福
祉
II
部　

廣
田
克
征
記
）
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